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七
月
三
日
（
土
）
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
「
生
涯
学
習
・
趣
味

の
会
」
の
皆
さ
ん
が
、
く
す
ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル
に
七
夕
の
飾
り

つ
け
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

色
紙
や
包
装
紙
は
も
ち
ろ
ん

広
告
紙
ま
で
も
が
、
ハ
サ
ミ
を

入
れ
て
い
く
う
ち
に
、
き
れ
い

な
七
夕
飾
り
に
早
変
わ
り
。
前

日
に
準
備
し
た
六
本
の
竹
い
っ

ぱ
い
に
、
鮮
や
か
な
飾
り
と
願

い
が
書
か
れ
た
短
冊
が
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。

玄
関
か
ら
ホ
ー
ル
に
か
け
て

飾
ら
れ
た
涼
し
げ
な
七
夕
飾
り

で
、
来
館
者
の
皆
さ
ん
に
風
情

と
癒
し
の
空
間
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
ま
し
た
。

七
月
四
日
（
日
）
玖
珠
町
環

境
保
全
の
日
に
合
わ
せ
て
、
玖

珠
川
河
川
敷
（
塚
脇
側
）
の
草

刈
作
業
と
花
壇
の
花
苗
植
え
を

行
い
ま
し
た
。

自
治
委
員
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
女
性
部
の
他
各
団
体
の
方
総

勢
百
名
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
朝

七
時
半
か
ら
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
丁
寧
に
雑
草
を
抜
い
た

あ
と
の
花
壇
に
、
サ
ル
ビ
ア
と

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
八
四
〇
本
が

植
え
ら
れ
、
河
川
敷
公
園
は
花

い
っ
ぱ
い
と
な
り
ま
し
た
。

団
体
毎
に
区
分
け
さ
れ
た
花

壇
の
看
板
も
新
し
く
書
き
換

え
、
今
後
は
各
団
体
単
位
で
花

壇
の
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
生
活
環
境
部

会
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
河
川

敷
の
整
備
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
秋
頃
に
も
う
一
度
花
壇
の

花
苗
の
植
え
替
え
を
行
う
予
定

で
す
。

「
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」
今
年
も
開
催

老
人
・
婦
人
・
青
年
連
絡
協
議
会
主
催
で
三
〇
年
開
催
さ
れ
た

「
老
・
婦
・
青
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」
は
、
秋
の
恒
例
行
事
と

し
て
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
婦

人
会
の
解
散
、
老
人
会
組
織
の
減
少
等
に
よ
り
大
会
の
継
続
が
危

惧
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
年
は
、
老
人
会
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
共
催
で
、
新
た

に
全
地
区
を
対
象
と
し
た
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

開
催
日
は
九
月
二
十
日
（
月
・
祝
日
）
、
会
場
は
塚
脇
小
学
校

体
育
館
、
大
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
協
議
し
て
い
き
ま
す
。
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「
七
夕
飾
り
」

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

河
川
敷
清
掃

お
疲
れ
様
で
し
た

玖珠地区食生活改善推進協

議会（会長 中山キミ子）は、

６月２１日に会員全員参加の

中で、「阿蘇薬草園ハーブの

里」に、体験学習を主体とし

た視察研修を実施しました。

ハーブ園の薬草研究

家、井澤先生に薬草に

ついての講話をお聞き

し、引き続き薬草を使

った「ちくわ」作りに

取り組みました。魚の

すり身に数種類の薬草

の粉末を入れて練り蒸

して、炭火で香りよく焼き上

げ、試食やお土産にしました。

昼食も賑やかにおいしく、

自主学習とは異なった体験が

出来、楽しい一日を過ごしま

した。

食生活改善推進協議会（麦の会）視察研修


